
令和５年度学校評価報告書 

廿日市市立七尾中学校  

評価計画 自己評価 
学校関係者評価 

コメント 
改善方策 中期経営目標 

（めざす児童生徒像） 

短期経営目標 
（めざす児童生徒像） 

目標達成のための方策 評価項目・指標 目標値 
中間 
8月 

最終 
2月 

達成度 評価 結果と課題の分析 

 グローバル社

会に求められる，

基礎的な知識・技

能の習得と主体

的に学び課題を

解決する力及び

思考力・判断力・

表現力を育成す

る。 

◎課題の解決に向

けて，自分で考

え，自分から取り

組む生徒を育成す

る。（市共通項

目） 

○「シンプル（焦点化）」

「シェア（共有化」」「ビジ

ュアル（視覚化）」の視点

がある授業づくりを行う。 

○個別最適な学びを進め，

単元内自由進度学習を行

う。 

授業で，課題の解決し

ようとする課題につい

て，「なぜだろう」「やっ

てみたい」と思う生徒の

割合，３５％以上。（学校

アンケート：よく当ては

まる） 

３５％

（37.3％ R4最

終） 

39.1% 37.1% 106.0% A 

アンケート結果は、学

年が上がるほど高く、

中学校生活の中で主体

的に学ぶ姿勢が育って

いることが伺える。課

題は、さらに個別最適

な学びを適切に取り入

れていくことである。 

・生徒が望む授業のキーワ

ードは，「楽しい」「話し

合う時間」「班活動」の

３つにまとめることがで

きる。そのためにも，生

徒の発言を受けとめなが

ら授業を進めてとよい。 

・3年間を見通して，3年

生には「地域とどうかか

わるか」「地域にどう奉

仕するか」「地域に何を

していくか」を考えてい

く学習が望ましい。 

・学級経営はよくできてい

る一方で，授業研究では

もっと生徒の発言を活か

した授業をめざしてほし

い。。 

・学校全体が落ち着いてお

り，環境改善や教職員の

チームワークによって生

徒が安心している雰囲気

が感じられる。。 

・不登校の要因は多岐に渡

っていて，地域としても

支えようと取り組んでい

る。家庭の考え方，いろ

んな生き方が認められて

いる昨今，勉強は学校だ

けではないことも否定で

きない。だとすれば，行

事等いろんな人が顔を出

して交流する場をつくる

など，地域でもできる応

援していきたい。 

・授業中静かで，教室も整

理整頓ができていて驚

き，感激した。。服装の

乱れがなく，真面目に勉

強に取り組んでいる。 

・小さなグループで話し合

いをすると意見を出しや

すくなり，その結果をま

とめて発表すればよいの

で，生徒に意見を出す機

会を与えてほしい。。 

・地域で協力するのに，中

高生を地域の取組に入れ

たいが，そのルートがな

く苦慮している。 

・これまで取り組んできた

学習規律の徹底，学習環

境の整備を継続させなが

らも、生徒が望む楽し

く，交流できる授業を目

指していく。特に，生徒

の意見を引き出す授業を

つくるために，教師がフ

ァシリテーターとしての

力量を高めていく。 

・総合的な学習の時間に

PBL型（プロジェクト

型学習）を取り入れ，生

徒が主体的に活動できる

場を設ける。 

○生徒が自分で思

考し，判断し，表

現できる生徒を育

成する。（小中共

通） 

○教師がファシリテータ

ー的な立場で授業を展開

する。 

「理由をつけて考えを

説明，表現することがで

きている」と回答した生

徒を80％以上にする。

（小中共通） 

８０％ 

（70.8％ 

R4最終） 

81.5% 78.0% 97.5% B 

「全く当てはまらな

い」は４％にとどま

り、思考し表現するこ

とは、各教科の取り組

みにより意識されてい

ると考える。課題は深

い思考への向上であ

る。 

 お互いに認め

合える集団づく

りを進め自己有

用感を高めるこ

とによって，問題

行動の未然防止

を図るとともに

学ぶ意欲高める。 

○生徒の自己有用

感が高まり，お互

いのよさを認め合

うようになる。

（市共通項目） 

○縦割り清掃等の生徒会活

動，学校行事，学級活動を

通して，生徒に活躍の場を

提供し，生徒による評価活

動を行う。 

 自分のよさは，まわり

の人から認められると

回答した生徒の割合を

70％以上にする。（市共

通項目） 

７０％

（81.0％ 

R4最終） 

82.6% 81.0% 115.7% A 

昨年度と数値は変わ

らないが，各行事等

の様子から，それぞ

れの活動で生徒の自

己有用感が高まり，

今後の取組み次第で

さらに向上するもの

と思われる。 

・各行事で縦割り活動，縦

割りでの取組を取り入れ

る。 

・小学校児童と本校生徒と

の交流の機会をつくる。 

・SSRの運営・対応を中

心とした，生徒理解につ

いての校内研修を行う。 

・SSRを中心とした不登

校傾向，学校生活不適応

な生徒について，学校体

制としてかかわる。 
◎不登校生徒を減

少させ，ＳＳＲ等

を含めた居場所づ

くりを行う。（市

共通項目） 

○教育相談委員会を通し

て，ＳＳＲの運営や不登校

生徒の実態について情報共

有を行い，個に応じた指導

を行う。 

 不登校生徒の割合を

全校生徒８％以下にす

る。 

８％ 

（７％ R4） 
5.3% 7.5% 106.7% A 

不登校の数値は微減

しているが，診断を

受けた生徒が増えた

関係である。本校の

最も大きな課題と考

える。不登校の要因

は様々であるが，

SSRを中心とした体

制づくりをさらに確

立させ，より適切な

対応ができるように

していく必要があ

る。 

 教職員の子ど

もと向き合う時

間を確保し，教職

員が健康でやり

がいをもって勤

務できる環境を

つくる。 

◎働き方改革を推

進し，長時間勤務

を縮減する。（市

共通項目） 

○年間の時間外在校時間

720時間を意識し，学校

経営委員会で随時，校務の

見直しと点検を行う。 

子どもと向き合う時

間が確保されていると

感じる教職員の割合を

７０％以上にする。（市

共通項目） 

７０％ 

（52.2％ 

R4最終） 

45.8% 68.2% 97.4% B 

子どもと向き合う時

間の定義が理解さ

れ，ICT等の活用に

より仕事がスムーズ

に行われるようにな

ってきている。       

・ICT等の活用による個人

的  の仕事方法の工夫改善， 

教職員組織の状態の改善 

により，教職員の時間外 

勤務を減少させ「働きや 

すさ」を保障する。 

・生徒と向き合う時間を 

確保し，教職員の主体性 

を引き出すことで，教職 

員全体の「働きがい」を 

見出す。 

時間外勤務時間が月

平均 80 時間を超える

教職員の割合を５％以

下にする（市共通項目） 

５％

（11.2％ 

R4通年） 

8.3% 8.3% 60.2% C 

仕事の段取りが個人

的によくなかったり，

仕事が一部職員に偏

っていたりする課題

がある。 

評価規準：目標値に対する達成度 Ａ：100％以上  Ｂ：80％以上  Ｃ：60％以上  Ｄ：60％未満   （※「◎」本年度の重点項目） 


